
【参考例】接種誤り防止のチェックリスト 
 

予防接種を適正に行なうために、確認は医師のみが行うのではなく、複数人が分担し、かつ

責任の所在を明確にしてチェックを行えるような体制を整えておくことが重要です。以下の

チェック項目をご参照ください。  

参考：予防接種間違い防止の手引き 予防接種ガイドライン等検討委員会より一部抜粋 

 

１ 受付時の確認事項  

□ 対象者を住所、フルネーム、年齢、生年月日で確認する。  

□ 予防接種の種類と回数を確認する。  

□ 対象者がワクチンの対象接種年齢であるか確認する。  

□ 接種歴を確認する。  

□ 直前の予防接種実施日からの間隔を確認する。  

□ 予診票の質問事項がすべて回答されているか確認する。  

□ 検温を行い、記録する。  

 

２ 問診時の確認事項  

□ 対象者を住所、フルネーム、年齢、生年月日で確認する。  

□ 予防接種の種類と回数を確認する。  

□ 対象者がワクチンの対象接種年齢であるか確認する。  

□ 接種歴を確認する。  

□ 直前の予防接種実施日からの間隔を確認する。  

□ 接種前の検温を確認する。  

□ 予診票の記載に漏れがあれば確認する。  

□ 診察を行い、体調を確認する。  

□ 医師署名欄にサインする。  

□ 保護者（又は本人）の承諾サインをもらう。  

 

３ 接種時の確認事項  

□ ワクチンの種類および有効期限を確認する。ワクチンを希釈した場合は、希釈した時間

を記録し、接種時に使用期限内であることを確認する。 

□ ワクチンの外観を確認する。  

□ ワクチンの接種量を確認する。  

□ 接種方法を確認する。  

 

４ 接種後の確認事項  

□ 使用済み注射器はリキャップをせずに、そのまま廃棄容器に適正に廃棄する。  

□ 予診票、カルテ、母子健康手帳などに接種日、メーカー名、ワクチンロット 

番号、接種量、医療機関名などを記載する。  

□ 予診票を回収したか確認する。  

□ 接種終了後の注意事項を説明する。  

□ 副反応にそなえ、接種後３０分程度待機させる。  

 

５ ワクチン保管の確認事項  

□ ワクチンの保管については、各ワクチンの添付文書で確認する 

□ ワクチンの種類別に整理し、使用予定数を確保しておく。  

□ 有効期限までの日数が長いものは奥に、短いものは手前に置く。  

□ 保管庫の温度を記録する（保管庫内に最低最高温度計を入れておく）。 

 
［参考］ 厚生労働省啓発リーフレット「予防接種における間違いを防ぐために（2021年 3月改定

版）」 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000141599.pdf 

 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000141599.pdf

